
 

 

 

飛騨支路・位山道 http://digitalarchiveproject.jp/information/飛騨支路・位山道/ 

 

 

 

 国の制度の中に日本国の道路が位置づけられたのは、701 年（大宝元年）制定の大宝律令ができたときである。道路は 7

つ作られ、その 1 つである「東山道」は日本列島の背骨にあたる山地を通る道路であった。 

 奈良から東北へと通ずる道路であり、基本的には政府の役人などが通るために整備された。古代の官道では、30 里（この

時代は 30 里が約 16 ㎞）を基準に駅家（えきや）が設置されている。この七道は大、中、小路に分類され、東山道は中路で、

各駅家には馬 10 疋(ひき)が置かれた。 

 東山道は滋賀県から東へと進んでゆくが、美濃の方県(かたがた)付近で本道と分かれて「飛騨支路」となり、関～金山～下

呂と北へ進んで飛騨国府の所在地であった現在の高山市へと続いた。 

 戦略的にあるいは経済的に重要であったのか、わざわざ、飛騨へ通ずる道を官道としたのである。飛騨匠もこの道を通っ

た。自己の食糧を持参したため奈良まで上京 15 日程、帰りは荷が無いので 8 日程（延喜式主計上巻 24 参考）であった。 

 飛騨支路の中で、所々に石畳の残る位山道は匠街道とも呼ばれ、都から飛騨へと文化を伝え、飛騨匠が都へと通った重要

な道であった 

 

「飛騨支路、東山道の駅、その推定地」を見てみよう。 

 高山発（東山道飛騨支路）⇒ 石浦駅 ⇒ 一之宮 ⇒ 上留(かむつとまり)駅・上呂 ⇒ 下留(しもつとまり)駅(えき)・下呂 

⇒ 初矢峠 ⇒ 乗政 ⇒ 夏焼 ⇒ 金山の渡し（金山町）⇒ 袋坂峠 ⇒ 武儀駅・下呂市金山町菅田辺り ⇒ 加茂駅・

関市富加町辺り ⇒ 方(かた)県(がた)駅・長良辺り（ここから東山道）⇒ 大野駅・揖斐郡大野町 ⇒ 不破(ふわ)駅・濃国

府・垂井 ⇒ 不破関 ⇒ 横川(よかわ)駅・米原市（ここから滋賀県） ⇒ 不破(ふわ)駅・濃国府・垂井 ⇒ 不破関 ⇒  

横川(よかわ)駅・米原市（ここから滋賀県）⇒ 鳥(と)籠(こ)駅・彦根市 ⇒  清水駅・東近江市 ⇒ 篠原(しのはら)駅・野洲

(やす)市 ⇒ 守山 ⇒ 草津（東海道と合流）⇒ 近江国府 ⇒ 勢多駅・大津市 ⇒  山科駅・山科 ⇒ 宇治 ⇒ 奈良 

 

＊参考文献 『地図で見る東日本の古代』（株）平凡社発行 2012 年 
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